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インプラント治療の成功を左右する要因は、インプラント形状・表面性状、既存骨の解剖学的形態、コネクションシステム、
アバットメント形態、インプラントの位置など様々です。その中でも適切なインプラントの埋入位置が長期的安定に繋がる
ことは、多くの文献で報告されています。そのためには全身疾患、局部的な1歯単位・隣在歯・対合歯の診断だけでなく、
歯列・咬合関係の丁寧な診査が重要です。現在は矯正治療を併用する症例も多く、埋入位置の診断が複雑化しているため、
術前のデジタルシミュレーション、サージカルガイドとNavigator® ガイデッドサージェリーキットを用いることが、正確な
埋入位置の決定に大きな助けとなっています。しかしながら、サージカルガイドを使用する際には注意点があります。それ
は、患者にガイドが使用可能な開口量が得られ、至適位置への設置が可能であること、ドリリング時に動かないよう固定する
こと、更にはインプラントの最終的な埋入深度の入念なチェックを行うことです。T3インプラントの特徴であるプラット
フォームスイッチングの特性を最大限に活かすには、直視によるプラットフォーム位置の確認が良好な予後に繋がると考え
られます。
一旦患者に埋入したインプラントを動かすことはできません。であるならば将来を見据えて確実に埋入を行いたいと考えます。
本講演では、予知性・審美性・清掃性の向上のみならず、安全・安心のインプラント治療の実践について、臨床的キーポイント
を整理し考察いたします。


